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	応用
	抗原情報
	背景
	止血調節に関与する可能性がある。可溶性形態は凝固因子に対する阻害作用を有する可能性がある。細胞内Gタンパク質シグナル伝達経路と相互作用する可能性がある。DNAの5'-GTCACATG-3'（CDEIボックス）に結合する可能性がある。トリプシン、キモトリプシン、プラスミン、第XIA因子、血漿および腺性カリクレインを阻害する。線維芽細胞において、Cu/Zn一酸化窒素触媒によるGPC1ヘパラン硫酸側鎖の自己分解を調節する。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	HeLa 細胞溶解物中の APLP2 発現のウェスタン ブロット分析。
	

	すべてのレーンでは、抗体を 1:2K 希釈で室温で 1 時間使用します。

